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1961 年京大理□6  

Aの出発点を基準としたときの、 t 秒後の BA, の直線上の位置を、 Ax cm Bx, cm とすると 
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40 ≦≦t の範囲で、 BA xx  となる t の個数を調べればよい。 
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調べればよい。 
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)(tf の増減は右の通り。 
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40 ≦≦t において、 Aと B が重なる回数は、2回。……(答) 


